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歯を大切にしていますか（歯と口の健康週間によせて） 
                                      校⾧ 関山 康紀 

6 月 4 日を昔は「虫歯予防デー」と呼んでいました。6 月の「ろく」と 4 日の「よん」をそれぞれ
「む」と「し」と語呂合わせで虫歯、そして虫歯予防デーとなったようです。今では 6 月 4 日から 10
日を「歯と口の健康週間」と呼んでいます。 
 そこで、歯のことを考えてみてください。人は生まれたときは、おっぱいを吸うために歯は不要で
生まれますが、2～３歳ごろから「乳歯」といういわゆる「子供の歯」が生えそろいます。門歯８、犬
歯４、臼歯 8 本 全部で 20 本です。これらの歯は大きさも小さく、歯根と呼ばれる歯茎に刺さる部分
も短いために、小学校の間にほとんど生え変わっていると思います。そしていわゆる「大人の歯」で
ある「永久歯」になります。永久歯になると、門歯８、犬歯４、そして臼歯が１６の 28 本、さらに親
知らずいわれる第 3 大臼歯の 4 本が生えると 32 本となりますが、「親知らず」は生えない人も最近多
くなっているようです。 
 永久歯は生え変わることがありませんので、折れたり虫歯で抜いてしまったりするともう生えてき
ません。入れ歯や差し歯などの治療法はありますが、食べるときの味や意欲に影響するようです。特
に高齢になった際に自分の歯でものを食べられることが大切といわれ、８０２０運動、「80 歳でも 20
本の歯を残しましょう」などともいわれています。 
 永久歯は生えそろった際はまだ柔らかくて虫歯にもなりやすいそうです。次第に固く丈夫な歯にな
っていくそうなので、中学生の皆さんはしっかり歯磨きをして、虫歯は早めにきちんと治療するなど
して歯を大切にしてください。 
 今年の「歯と口の健康週間」のスローガンは「歯みがきは 体を守る 最前線」です。これから
先、歯を折ってしまったり、抜けたりすること、あるいは抜かざるを得なくなることもあるかもしれ
ません。差し歯や入れ歯を使うこともあるかもしれませんが、食べ物の味などの感じ方が随分と違う
ようです。 
 ぜひいつまでも自分の歯でものを食べられるよう歯を大切にしてください。 
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